
期日：平成２６年１０月７日（火）
場所：鶴岡市温海庁舎　６階大会議室
平成２６年度　第２回温海地域審議会　会議録
○期　　日　　平成２６年１０月７日（火）午後１時３０分～午後３時５分
○場　　所　　鶴岡市温海庁舎　６階大会議室

○出席委員　　奥井厚委員、本間澄男委員、本間満委員、柴田実委員、馬場充委員、本間英機委員、
五十嵐光雄委員、佐々木眞人委員、榎本五郎治委員、五十嵐幸男委員、本間百子委員、
斎藤徹委員、本間加知子委員　　１３名
○欠席委員　　佐藤重夫委員、佐藤啓委員、粕谷明委員、伊藤貢委員、佐藤容介委員、

佐藤眞紀子委員　　６名

○市側出席者　
≪温海庁舎≫　温海支所長　鈴木金右ェ門、総務企画課長 五十嵐勇一、市民福祉課長　石塚みさ
産業課長（代：農山水産振興主査）五十嵐利往、産業課主幹 佐藤光治
温海税務室長　丸山和男、温海建設事務室長　佐藤伸一　
総務企画課課長補佐（兼）総務地域振興主査 五十嵐浩一
総務地域振興専門員 本間由縁
≪本　　所≫　政策企画課長　高橋健彦、政策企画課課長補佐　佐藤豊、政策企画課主査　上野修

　財政課課長補佐　伊藤敦、地域振興課地域振興専門員　齋藤芳
○次　　第
１．開　　会

２．あいさつ
３．協　議 
（１）鶴岡市新市建設計画の見直しについて
（２）その他
４．閉　会

１．開　　会

 eq \o\ac(□,市)五十嵐総務企画課長：ご案内の時間となりました。委員の皆様には何かとお忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。

地域審議会の委員については７月１日から新たな任期となっておりますが、前回の審議会で前期に引き続き皆様から委員に就任いただくことでご了承いただいているところであります。

本日机の上に辞令をお配りいたしましたのでご確認のうえ、任期は平成２７年３月３１日までとなりますのでよろしくお願い申し上げます。
ただいまから「平成２６年度第２回温海地域審議会」を開会いたします。

本日の出席状況でございますが、当審議会委員の人数は１９名であり、本日出席が１３名で過半数を超えておりますので、「地域審議会の設置に関する協議書」第7条に定めております開会要件を満たしていることをご報告申し上げます。

　　はじめに温海庁舎鈴木支所長よりごあいさつ申し上げます。

２．あいさつ

　 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：台風１８号につきましては関東中心に被害があったわけですが、幸い当地域には被害がなく安堵しているところでございます。引き続き台風１９号が向かって進んでいるということで引き続き注意が必要と考えております。
本日は、ご多用の中、第２回温海地域審議会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。

委員の皆様におかれましては、日頃より本市の市政運営に対して、ご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

　また、委員の任期につきましては、６月３０日までの任期に引き続き、来年３月３１日まで委員をお引き受けいただき、改めて御礼を申し上げます。さらに、奥井会長、並びに本日欠席ではありますが佐藤副会長におかれましては、引き続き、会長、副会長の重責をお引き受けいただき、重ねて感謝申し上げる次第でございます。

　皆さんご承知のとおり地域審議会は、旧市町村合併特例法に基づきまして、新市建設計画の変更等について市長の諮問に応じて審議したり、必要と認められる事項につきまして市長に意見を述べることができる、という趣旨で設置されたものでございます。しかし平成１８年２月に設置されたわけですが、これまで具体的に諮問させていただいたことはなく、平成２２年度からは地域の課題と活性化についてテーマを基にご協議を重ねていただき、平成２３年度と２５年度の２回にわたり提言書を提出いただいております。

本日は、皆様のお手元にございますように「鶴岡市新市建設計画の見直しについて」諮問をさせていただくものでございます。

理由といたしましては、平成２３年３月に東日本大震災が発生しております。それに伴いまして合併特例債にかかる法改正が行われております。本市においても合併特例債の活用期間が５年間延長されたことによるものです。

今後５年間この有利な起債である合併特例債を活用していくためには、現行の計画期間が平成２７年度までとなっていることから、これを平成３２年度までとする所要の見直しを行い、さらに今後想定される内容についても新市建設計画への記載が必要とされておりますことから、この地域審議会に関する協議書に基づきまして各地域審議会に諮問させていただくものでございます。

この後担当課の方から変更案についてご提案させていただきますが、変更内容、変更事項についてよろしいかどうか、皆様にお諮りしご協議をいただくという趣旨でございますので、皆様から忌憚のないご意見を頂戴したいと存じます。
委員の皆様につきましてご多用中のところとは存じますが、計画の見直しにつきましては合併特例法により地域審議会から意見を聴くことが義務付けられておりますことから、何卒趣旨ご理解のうえご審議いただきますようお願い申し上げます。本日はよろしくお願い申し上げます。

 eq \o\ac(□,市)五十嵐総務企画課長：続きまして奥井会長よりごあいさつをお願いします。
 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：今日は第２回温海地域審議会ご苦労様です。何かとお忙しい中と存じますがご出席いただきありがとうございます。支所長の挨拶にもありましたが、台風１８号の被害もなくほっとしているところでございます。台風が来れば被害が発生していたかと思いますが、農家の皆さんも一安心というところではないでしょうか。また、御嶽山の噴火で多くの方々がお亡くなりになられたり、被害に遭われております。考えられないような死亡事故が発生しております。亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げ、被害に遭われた方々にお見舞いを申し上げます。まだ見つからない方も多くいるようですが、早急に発見され家族の元に帰られることをお祈り申し上げます。
　　　今日の審議会については、新市建設計画の見直しについて、皆さんから忌憚のないご意見をいただき、合併特例債の活用をお願いするということでございますので、時間も限られているところでございますので、説明等については簡潔にお願いし、あいさつとさせていただきます。

 eq \o\ac(○,市)五十嵐総務企画課長：３の協議以降については奥井会長に議長をお願いし、会を進めていただきます。よろしくお願いします。
３．協　　議

 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：協議に入ります。（１）の新市建設改革の見直しについて、事務局より提案をお願いします。

　（１）鶴岡市新市建設計画の見直しについて

説明者：資料１～４　政策企画課　上野主査

資料２、追加資料　財政課　伊藤課長補佐

 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：ただいまの提案に対し皆さんからご質問、ご意見がございましたら発言をお願いします。
 eq \o\ac(○,委)五十嵐幸男委員：鶴岡市と合併してよかったのかどうか、日常生活の中で良かったと思っていない方も多いと思いますが、財政状況をみるとかなり助かっていると思います。財源の有効活用が今後の課題と感じました。
 eq \o\ac(○,委)五十嵐光雄委員：新旧対照表１１Ｐの公共施設の適正配置と整備について、変更前の随時整備から、変更後は集約、再利用、解体も含めて細部にわたり記載されています。話題の文化会館はさておき、本地域では廃校になった温海高校の校舎、中学校の校舎、また今後予定される統廃合により小学校の校舎が空いてきます。保育園は団体の所有なので問題ないと思いますが、学校をはじめとする公共施設については、施設の土地、建物についてはそのままになっているところが多い。そのようなことについて今後細部にわたり対応していうということは好ましいことだと思います。このような施設を利用する場合、個人ではいないと思いますが地域の団体等から打診があった場合、あまり面倒なことを言わないで、できるだけ利用しやすいようにして、有効活用していただきたいと思います。

 eq \o\ac(□,市)佐藤政策企画課課長補佐：少子化が進行していく中で、学校の統廃合に伴う空校舎の有効活用については市としても大きな課題と捉えており、関係課を中心に検討しているところです。市民の方々から利用方法についてご要望があればご提言いただければありがたいと思います。

 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：前向きなご意見がございましたが、支所長この件で情報がありましたらお願いします。
 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：温海地域では学校統合の時期が決まり開校準備が進められておりますが、それに伴い閉校となる学校の利活用について課題となっております。
考え方としては、まず現在の校舎が公共施設として利活用が可能かどうか検討します。公共施設としての計画がないということであれば、該当地域の中の組織で有効活用策があれば市の方に提案いただきたいということでお願いしているところであり、五十川、山戸、福栄の中で活用方法があるのかどうか検討していただいているところです。温海校については県の施設でありますが、以前映画村としての活用が検討されておりましたが、その計画は取りやめになったということで、県、温海地域としてもその有効活用が課題と認識しておりますので、今後いろいろな意見を踏まえて進めていきたいと考えております。

 eq \o\ac(○,委)本間加知子委員：それらの施設の安全性は確保されているのでしょうか。建物はかなり古くなっているわけですが、すぐに使えるとか、補強が必要だとか、どうなっていますか。

 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：学校の耐震化については、一部耐震化されていない部分がありますので、その辺を示しながら活用を図ることとしておりますが、現在福栄小学校の校舎について一部耐震化されていない部分がありますので、そのことについては地域にも説明して活用策を検討していただくこととしております。

 eq \o\ac(○,委)柴田実委員：旅館の耐震化の状況は分かりますか。

 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：旅館の情報は把握しておりませんが、一般的には耐震化の基準が昭和56年に変更されておりますので、学校施設ではそれ以前に建築された建物については補強が必要であり、その後に建設された建物については耐震化されているというのが一般的ですが、詳細については個別の調査が必要だと思われます。

 eq \o\ac(○,委)五十嵐光雄委員：市で建物の状況について利用を希望する団体に情報提供するということはできないものでしょうか。単純に使いたい場合は申し出てくださいということではなく、利用方法によっては法令にも関わってくると思いますので、そのような情報を提供していただければ検討しやすいのではないかと思います。

　　　福祉関係で新しい施設をという話もあって発言したのですが、そのような情報提供をしていただければ検討しやすいのではないかと思います。

 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：学校の関係で申し上げますと、第1に市として公共施設として利用する考えがあるかどうか、次に地域での活用方法があるのかどうか、地域でも活用方法がないとなれば次に民間施設という考え方になります。閉校になった学校施設の情報については文部科学省でもホームページで全国に情報提供されていますが、現在は地域での活用方法について検討いただいている段階であり、ある程度の時間は必要になりますが、その後に他の団体にお話しすることになると思われます。

 eq \o\ac(○,委)本間英機委員：公共施設の利用についてはいろいろな方法があると思いますが、地域ではもったいないということだけで具体的な利用方法が出にくい状況にありますし、福祉団体等利用を希望する団体があれば幸いだと思います。学校施設は大きいものですから公民館施設としては使いにくいと思いますので、市の方で公共施設としての利用を考えていただきたいと思います。体育館については地元の青年団などで利用の希望があるようです。
 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：既に田川、湯田川など学校統合が進んだ地域があり、タイミングもありますが田川ではコミセンが移転するなどの例があります。朝日地域の大泉小学校も統合されたわけですが、地元だけでは活用策が浮かばないということで庁舎と一緒になって検討することになっていますので、温海庁舎としてもそれぞれの地域と一緒になって活用策を検討していきたいと考えております。ネックとなるのが建物が大きい、ということで、一つの自治会で有効活用するには経費的な面からも難しいと思われますので、その辺も踏まえて検討していきたいと考えております。

 eq \o\ac(○,委)斎藤徹委員：合併市町村の中でも温海地域は人口減少率が高いわけですが、空き家対策の関連で、私が住んでいる温海温泉で３８０世帯の中で６５歳以上のひとり暮らし世帯が約６０世帯あります。その他空き家が旅館を含めて６０軒くらいありますし、今後ますます空き家が増えてくる状況にあると思います。これは温海地域全体に言えることだと思います。
鶴岡市ではランドバンク等の活用により施策を進めていると思いますが、温海地域の空き家の状況を教えていただきたいということと、今後鶴岡市全体での空き家対策の考え方をお聞きしたいと思います。

 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：温海地域の空き家の状況について情報があれば報告願います。
 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：調査を行った経過がありますが、現在資料を持ち合わせておりませんので、後日報告させていただきます。

 eq \o\ac(□,市)高橋政策企画課長：空き家の問題につきましては温海地域だけでなく、市内、市街地の中心商店街含めて大きな問題となっております。ランドバンクや空き家対策ということで専用の基金も設けまして、更地にした状態から新しい活用を模索するという動きも先般議会の議決をいただき進めているところです。市街地ですと、まちづくり全体の中で空き地をどう位置付けて有効活用するかという時代に入っている状況にあります。地域でも空き家や空き地を積極的に利用するためにはどうすればいいか、そういった観点からの政策を組み立てる時代に入っているのかと認識しておりますので、ご提言がございましたらよろしくお願いします。

 eq \o\ac(○,委)斎藤徹委員：建物を壊してからの土地の利活用はあるわけですが、固定資産税を含めて軽減策があるのかどうか、条例の関係もあるわけですが、今後壊せない方々が増えてくるのではないかと思いますので、有効的な施策の検討をお願いできればありがたいと感じております。

　　　法律上自治会としても壊してください、とも言えない状況がありますので、空き家になる前に情報発信する、市の施策について周知するといった工夫もあればいいと思いますのでよろしくお願いします。

 eq \o\ac(○,委)佐々木眞人委員：新たに想定される追加事業が２つあるわけですが、災害対策関連事業について、先に地震津波ハザードマップが配布されましたが、その想定が８メートルから１３メートルに変わったということで、新たなハザードマップが作られると思いますが、その他洪水、土砂災害のハザードマップが作成され、土砂災害については全戸配布されていますが、それをどう読み取るかという手だてがされていない。自治会長などは承知しているかもしれませんが、それを住民にどう下ろしていくかということ、たとえば今御嶽山のことが話題になっており、広島の土砂災害については忘れられている。こちらもハザードマップはあるけれども広島市から住民に説明されていなかったということがありました。温海温泉も急傾斜地だらけで、レッドゾーンも多くあります。どういう危険性があるといったことを市の担当がもっと周知を図っていかないと住民の対応が遅れるのではないかと思います。マップを配布されただけでは住民は読み取ることができないのではないかと思いますし、行政としても深く取り組んでいただきたいと思います。　　

 eq \o\ac(□,市)五十嵐総務企画課長：ハザードマップにつきましては当然地元への説明を行い、理解を得ることが必要です。湯温海にも１９日には地震津波避難訓練の際に担当職員が訪問して説明することになっておりますし、地域からの要請があれば説明に伺うことで対応したいと考えております。

 eq \o\ac(○,委)五十嵐光雄委員：環境整備について、観光にも関わると思いますが、温海川の河川敷の問題です。特に湯之里橋の下流ですが、数年前までは自治会でも草刈りなどを行っていましたが、追いつかなくてやらなくなっています。自然のままでよいのかも含めてですが、以前は葦が茂って緑できれいだったのですが、土地が肥沃なこともあって最近草だけでなく木が生い茂ってきていてジャングルのようになっています。温海川の護岸はコンクリートブロックを積み上げたものですが、その目地の隙間から草木が生えてきて、中で根が大きくなっているということなので、上流にダムがありますので鉄砲水などの心配はないかと思いますが、防災面でも心配されるところですが、一番は美観だと思います。観光バスでくるお客さんがどう思っているのか、温泉の中心街は川底にブロックが敷いてありますのであまり草木も生えないのですが、下流の方は自然のままになっていますので、川の流れよりも３倍くらいの河川敷がありますのでジャングルのようになっていて、地元の方々もこれで良いのかという意見も出ておりますので、環境整備ということを考えていただきたいと思います。

 eq \o\ac(□,市)佐藤温海建設事務室長：温海川は県管理河川ということになりますが、温海川の他にも水の流れが少ない個所については川の中の樹木が生えているところがあります。災害の危険性がある場所については浚渫をお願いしておりますが、ご意見のありました景観の維持ということになると県の方も手が回らないという状況ですので、県としてはアダプト事業ということで、県からも助成をしながら住民とともに景観も含めて河川を管理していきたいという考えでありますので、特に問題のある点については教えていただきながらご協力をいただきたいと考えております。

 eq \o\ac(○,委)本間満委員：市町合併は大きな効果があったと思います。小岩川でも大きな事業を実施していただいて良かったと思っています。まだ手が届かないところもありますが、これから市から頑張っていただきたい点もありますし、漁業関係、農業関係の後継者育成ということで悩んでいるところです。市からも漁業にかなり力を入れて支援していただいておりますが、なかなか後継者が育たないというのが現状です。そのような中で豊かな海づくり大会が開催されるということで、県も一生懸命やっていると思います。鶴岡市はどのようなものを全国に情報発信するのか。鼠ケ関では放流事業が行われるわけですが、温海地域では何をＰＲするのか、ということが重要だと思います。２８年度に海づくり大会があるわけですので、それまで温海地域をどのように全国から来た人にアピールするのか準備していかないと今後の観光にはつながっていかないと思います。そのためにも皆さんから良い知恵を出していただいて、この地域を全国にアピールできるものを出していかなければならないと思います。その点について市ではどのような考えを持っているのかお聞きしたいと思います。

子育て支援については新聞などでも大きく報道されておりますが、そのような中で地域に働く場所がない、ということになれば温海地域は寂れていくのだと思います。高速道路ができるわけなので、それに併せて工場などを誘致して生産性を出していかないとこの地域に職場がないということで人口が減少するということになります。農地の遊休地が多くあるのでそれを利用する方法もあると思います。

 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：平成２８年度に開催される全国豊かな海づくり大会では、鼠ケ関が放流、海上歓迎行事の会場として決定しております。主体は県で、準備委員会が発足してこれから具体的に進むわけですが、温海地域としても皇族を迎えるわけですし、絶好の機会でもありますので、これから鼠ケ関中心になると思いますが地元にお願いする部分や市として行う部分を詰めていきたいと考えております。平成４年の国体の時にも皇族をお迎えして式典を行っておりますので、過去の事例も参考にしながらどのようなことができるか、これから詰めたいと思っています。漁協や関係者の皆さんからご支援をいただくことになると思いますのでよろしくお願いします。

 eq \o\ac(□,市)佐藤政策企画課課長補佐：高速道路の活用、雇用問題について、山形県内、東根市では人口が増えている都市で、その背景を探りますと交通基盤がしっかりしているということがあって企業が張り付いていることがあるようです。

温海地域には高速のインターチェンジがありますし、将来的には新潟との接続も計画されておりますので、インターチェンジ周辺の開発を含めて、市としては企業誘致ということで取り組んでおりますので、このような有利な状況を生かしてまいりたいと考えております。
 eq \o\ac(○,委)柴田実委員：２９ページの交通ネットワークの整備に関連して、先ごろマスメディアを通じて県境区間の整備について情報がありましたが、いろいろな表現の仕方がありますが、一つはインターチェンジの周辺に休息、物販施設の整備を目指すという表現があります。ただ休息だけでなく物販も行うという情報が出ています。これに関して先ごろ検討委員会ができて検討しているようですが、その進捗状況を教えていただきたいと思います。

 eq \o\ac(□,市)佐藤温海建設事務室長：１０月５日木曜日に第１回日沿道新潟県境区間インター周辺土地利用基本計画策定検討委員会を開催しました。委員については地元の団体、組織からの代表、鶴岡市全体ということで庄内交通、商工会議所、ＪＴＢとか合わせて１３名の委員と国土交通省酒田河川国道事務所、庄内総合支庁のアドバイザー２名を加えて検討委員会を開催しております。内容につきましては昨年度市役所の若手職員を中心にした委員によるインター周辺の利活用の構想を取りまとめていますが、その構想を委員の方々に説明して、それを基に議論をいただくことで第１回目の会議を行っています。これから３回ほど委員会を開催する予定になっており、ワークショップなどの開催により土地利用について検討いただき、意見を取りまとめていきたいという考えです。

 eq \o\ac(○,委)柴田実委員：大変いい話だと思いますが、マスメディアの中ではいずれも鼠ケ関インターチェンジ周辺と明記されています。住民の方々が理解していることであれば申し上げることはありませんが、住民が理解をしていない中でマスメディアが鼠ケ関周辺に造りたいと書いてあります。私としては非常に心外です。鼠ケ関インター周辺にできるのとあつみ温泉インター周辺にできるのでは全くあつみ温泉にとっては影響が違います。その辺を理解しているのであればありがたいですが、その辺が分かっていないようですので、是非その辺の内容も分かっていたら教えていただきたい、なぜ鼠ケ関インター周辺なのか、このまま通ってしまうと県は間違いなく鼠ケ関周辺に造ってしまいます。まだ決定ではないといってもこれは重大な問題だと思います。住民が納得のうえであれば何も文句はありませんが、我々観光関係者にとっては影響が大きいのです。その辺皆さんはどのような考えですか。

 eq \o\ac(□,市)鈴木支所長：インターチェンジ周辺の土地利用計画ですが、まず市役所内部で構想のたたき台を作らせていただきました。その中であつみ温泉インターチェンジと鼠ケ関インターチェンジ、それぞれの優位性、課題を挙げさせていただいて、それを基に土地の形状とか人の流れとかを検討した中で優位性が高いのは鼠ケ関インターチェンジであろうという報告がされています。それを基に委員の方々からそれぞれのインターチェンジの何が必要なのか議論いただいて、その次の段階に進むわけですが、委員の中にもあつみ温泉魅力づくり推進委員会、出羽商工会、温泉旅館組合の代表も委員に入っていますので、それぞれの代表の方から意見を集約していただいて次の委員会に報告していただくようにお願いしておりますので、マスメディアが先行しているところもありますが、これから地域の皆さんにもいろいろな場で説明させていただくことになると思いますので、その際に温泉の考え方、鼠ケ関の考え方をお聞きして最終的に市の方で年度末には一定の方向を決定したいと考えておりますので、意見の集約をお願いしたいと考えております。

 eq \o\ac(○,委)柴田実委員：支所長のおっしゃることは分かりますし、年度内の決定ということも資料にありました。なぜ鼠ケ関インターチェンジ付近なのか、あつみ温泉インターチェンジ付近がなぜ悪いのか、住民に周知されていないので、そこをはっきりしていただきたい。　
観光協会、商工会が何をやるかという段階ではなく、地元自治会、自治会長会等が一丸となって手を打たなければならない重要な問題だと思います。そのような認識がないとすれば仕方がないのですが、支所長から住民の意見を聞いていただけるということですのでありがたいと思いますが、遊佐町のようにお金があって、町でお金を出すから場所を決めてくださいという状況にはないわけですから、住民の代表の意見の下に検討していただきたいと思います。

　　　マスメディアの情報の中に小野川温泉のバイナリ発電の記事がありました。資料がないので詳しくは分かりませんが、再生可能エネルギーということで発電を行うことのようです。１千万円の費用をかけても４年間くらいで返済できるだけの発電ができるということです。鶴岡の４温泉、あつみ、湯野浜、由良、湯田川、どの温泉が適しているのかわかりませんが、どの温泉でも可能ということのようです。この件については認識ありますか。

 eq \o\ac(□,市)佐藤政策企画課課長補佐：バイナリ発電は低温でも発電が可能というシステムですが、以前環境省の方とお話しする機会があり、鶴岡市におけるバイナリ発電の可能性について意見交換を行っております。バイナリ発電といっても一定以上の湯温が必要であり、維持管理に相当の費用が掛かるという話で、総体的に鶴岡市が有利な状況にあるとは認められないという指摘もあり、現在鶴岡市としてバイナリ発電に向かうという計画はありません。

 eq \o\ac(○,委)柴田実委員：情報は共有されているのですか。

 eq \o\ac(□,市)佐藤政策企画課課長補佐：特に検討会を開催したということでもありませんが、関係部局の中で意見集約しているという状況です。

 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：多くのご意見をいただきましたが、その他皆さんからご意見がないようであれば（１）の鶴岡市新市建設計画の見直しについて、協議を終了します。

（２）その他

　 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：続いて（２）その他について皆さんからご意見があればお願いします。

 eq \o\ac(○,委)本間加知子委員：あつみ温泉のかじか通りについては歩道ではなく車道でもあるわけですが、チットモッシェの付近に灯篭が出っ張っている箇所があって、再三車の事故によって破損していることが多く、これから冬になると毎年恒例のように壊れます。車でぶつけた場合は保険などで直すことになるわけですが、地元住民でなく観光客の場合は、いい旅館に泊まってご馳走もおいしかった、といういい気分で帰る際に灯篭にぶつかってしまうと、せっかく来ていただいた観光客に嫌なイメージを持たれると悲しい感じがします。造る際のイメージは分かるのですが、生活していくうえで不便だとすれば見直していただきたいと思います。

 eq \o\ac(□,市)佐藤温海建設事務室長：現在も壊れていてまだ直していませんが、相手が特定できず修理費が確保できないために直っていません。灯篭は車止めになっています。かじか通りはむしろ車が走りにくいようにしています。理由は歩行者が守られていると感じるための道路づくりのためです。そのため道路の真ん中に足湯があったり、車が本来走る部分まで歩道を出して、わざと車よりも人が優先されていると感じるための道路になっています。車を運転する方からすると非常に邪魔だと感じると思いますが、できるだけかじか通りは車が走ってほしくないというポリシーを持って造られています。そこで高い目印をつけてはどうかという検討を行っています。駐車するときは認識しているのだと思いますが、発車する際には見えないことから忘れてしまうのだと思いますので、何か高い目印をつけて車止めがあるということを認識させた方がよいのではないかと内部で検討しております。

 eq \o\ac(○,委)本間加知子委員：趣旨はよく分かりますが、道路であって歩道ではないわけですし、一方通行だとしても車は通るわけです。そのような趣旨であればなぜ車両通行禁止にしないのですか。

 eq \o\ac(○,市)佐藤温海建設事務室長：そこに生活されている方々が車でものを運ぶ必要があります。人しか通らない道路にすればよいという考え方もありますが、そのためには通りに面している皆さんからの合意を得なければなりません。時々イベントを開催する際には理解を得て通行止めにしている状況もあります。車を壊してしまった方については気分を害するのだと思いますが、車止めについて少し工夫をして認識できるようにできればと考えております。

 eq \o\ac(○,委)本間加知子委員：早急な対応をお願いします。

 eq \o\ac(○,委)柴田実委員：葉月橋の上にもいつも衝突するコンクリートの柱があり、特別の許可をいただいて朝市や熊野神社などいろいろな旗を立てさせていただいておりますが、それから車をこする方がいなくなったという事実がありますので、方法はいろいろあると思いますが検討のうえ対策を講じていただければありがたいと思います。

 eq \o\ac(○,委)五十嵐光雄委員：かじか通りを造る際の考え方として、あつみ温泉は来ていただくお客さんに対して、車より皆さんを大切にする街です、という趣旨で造られています。本間委員の意見も理解できるのですが、是非当初の考え方を大切にしながら検討していただきたいと思います。あつみ温泉は車より人を大切にする街ですので、その考え方を大切にしていただきたいと思います。
 eq \o\ac(○,委)奥井厚会長：その他皆さんからご意見がないようでしたら、これを持ちまして協議を終了させていただきます。
 eq \o\ac(□,市)五十嵐総務企画課長：これをもちまして本日の温海地域審議会を終了させていただきます。お帰りの際は交通安全に十分ご留意くださるようお願いいたします。本日はありがとうございました。
４．閉　　会

平成２６年度
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